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1) 担当教員の専門分野（研究領域）・現在の研究テーマ 

国際貿易と多国籍企業の理論と実証研究。現在の研究テーマは貿易自由化の影響の理論的・実証的解明，多国籍企業と

サプライ・チェーン・マネージメント，国際経営戦略の経済学的解釈等である。 

 

2) 指導方針 

1年目は国際貿易と多国籍企業の分野で，参加学生たちの興味のある，かつ重要な論文を読むために必要な経済数学と

計量経済学を講義する。2年目は修士論文のテーマにかかわる理論と実証研究の基本的なものから最新の研究までを読み，

修士論文を完成させる。 

 

3) 学生に対する要望・その他 

数学と統計学を習得し，活用できるようになることが本研究指導の目的の一つであるので，参加学生はこれらの勉学を積

極的に行ってほしい。 


